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　私たちはいろんな数値に囲まれて

生活している。その数値の中にはど

こまで計算してもきりのないものが

ある。円周率がその代表である。円

周率は円周と直径の比であり、

3.1415926535…ときりがない。  

　面積を求めるには円周率が必要だ

が、これでは正確な面積は出せない。

でもそれは仕方のないことである。

この数値と仲良くするしかない。従

って、通常は3.14を使うし、スペー

スシャトルを打ち上げるときでも

3.14159くらいで十分のようである。 

　円周率は人為的ではないので仕方

がないとしても、私たちは首尾よく

やったようでいても、実は数値の面

から見れば困ったことになることが

ある。例えば、Ａ版とかＢ版とかい

った用紙のサイズがそれにあたる。

Ａ４の長い方を半分にすればＡ５に

なり、さらに同じように半分にすれ

ばＡ６になる。これは、次の大きさ

を作るのに、半分にしても形がもと

と変わらない（相似）という原理でで

きており、大きさを変えるのに無駄

が生じないようになっている。縮小、

拡大をするのにも縦と横の比率を別々

にする必要がなく効率的である。  

 

 

 

　ところが、ちょっとした計算をす

れば分かることだが、Ａ版でもＢ版

でも短い方と長い方の寸法の比は１：

√２‾である（注1）。 √２‾は1.4142135…で

あり、きりのない数値である。だか

ら、この用紙を作ろうとすれば、短

い方の長さをいかにきれいな数値に

したとしても、長い方はその√２‾倍な

のできりのいい数値にはならない。  

　では、この用紙の寸法はおおよそ

の数値で作られているのかといわれ

ればその通りである。最初に計算あ

りきではなく、最初にアイデアがあ

るのだからこうなる。  

　だが、この場合は正確なＡ４用紙

を計算なしで作る方法がある。とい

うのは、√２‾は図形から作れる数値だ

からである。  

　短い方の長さを２辺とする直角二

等辺三角形を作れば、その斜辺の長

さは√２‾倍になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはピタゴラス（注2）の定理である。

短い方の長さを決め、その長さを写

し取って、直角二等辺三角形を作れ

ば、その斜辺の長さが求める長さで

ある。これで正確な長さができる。

これこそ幾何学の真骨頂である。  

 

 

 

　すでに紀元前の人々は、このよう

な幾何学を自由自在に使い、目盛り

のある物差しなどは必要としなかっ

た。当時の人は√２‾を計算してもき

りのない数値であることを知ってお

り、デジタル（数値的）に考えること

をやめて、アナログな思考であるユ

ークリッド幾何学（平面幾何学）を創

り上げ、それを使って精巧な建造物

を作ったのである。  

　計算機がいかに発達しようとも数

値の計算だけに終わってしまったら、

数学を使えるようにはならない。数

学の真髄はいかに計算しないで済ま

すかにあるともいえるからだ。数学

はデジタル思考とアナログ思考の双

方から成り立っているのである。 

 

（注 1 ） 

短い辺の長さを1とし、長い辺の長さ

をxとする長い方を半分にした形が
もとと同じ形であれば、1: x = x / 2 : 1
なので、xの２乗＝２となり、ｘ＝√２‾

である。  

 

 

 

 

  

 

 

 

（注 2 ） 

ピタゴラス（572－492.BC）は、紀元

前のギリシャの数学者であり哲学者。 

Ａ4紙にも数学の真髄 

生活に溢れる  
きりのない数値 

先にアイデアありき  
計算では作れない 

デジタルとアナログ  
片方だけでは語れない 
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